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Abstract : This paper aims to construct the constituent principles of arithmetic / mathematics 
curriculum in mathematics education. As a result, the present study has adopted the following 
principles, through analizing a series of the previous study. 
 A. Principles in Setting Purposes of Mathematics Education : There are three theoretical 
    principles in relation to setting the purposes of mathematics education as  follows. 
 Al. Humanism A2. Utilitarianism A3. Culturism 
 B. Principles in Setting and Arranging Teaching Contents : There are many principles which 
    are relevant to this area. They can be summarized in contrasting pairs, like the following. 
Bl. Academism vs Empiricism B2. Logicality vs Psychology B3. Modernity vs Historicity 
 B4. Structure vs Accumulation B5. Spiral vs Grouping B6. Uniformity vs Flexibility 
 B7. Division ism vs Integration ism 
C. Principles in Setting Teaching Methodology : The author pointed out the following four 
principles. 
Cl. Associationism C2. Cognitivism C3. Constructivism C4. Situationism 
Keywards : Curriculum, Course of Study, Currriculum Constitution, Arithmetic / Mathematics, 
         Humanism
1.は じめ に
周知のように,戦 後,日 本においては,文 部科学省
が全国的なカ リキュラムである学習指導要領において,
各教科の目標や内容を定め,そ れに基づいて教科書が















クレ(競走場のレース ・コース)に 由来 し,「普通には
『教育課程』の訳語を与えて,教 育 目的に即 して,児
童生徒の学習活動を指導す るために,学 校が計画的 ・
組織的に編成して課す教育内容を指示する用語」(今野,
1978)として使用 されている。 したがって,「その編成
に当たっては人間像や 目的 ・目標,社 会秩序や国家的
理想,子 どもの願いや発達 に関する諸法則,学 力や評













































































科の合科,統 合が必要かつ有効 と考 えるもの。
上記の分類には数学教育のカ リキュラムの目的,内
容の選択 ・配列や指導方法 に関わる原理が数多 く内在
している。
内容編成でみると(ii)は現代性を第1原 理 とする
もので,現 代主義 と呼ぶ ことができよう。それは歴史







である。しか し,これ らの現代化カ リキュラムは残念
ながら総じてそのねらいを達成することができなかっ
た と批判されている。 とい うことは,こ れ らの構成原














的に応 じて編成 されるし,ま た 目的や内容に応 じて,
指導方法が考えられることになる。したがって,数 学
教育におけるカ リキュラムの構成原理を考察、整理す
る場合には,少 なくとも目的,内 容編成,指 導方法を
視野に入れてお くことが求められる。また,そ れ らは



























材を通して,人 格 の陶冶,諸 能力の
形成、情意面の育成などを主 目的と
する立場。




A3.文 化主義:数 学教育の目的 として,教 育内容で
ある数学を享受 したり,継承した り,
発展 させた りすることを主 目的とす
る立場。
なお、上記の3つ は排他的なものではない ことを指
摘 しておきたい。すなわち,あ る教育活動が3つ をと
もに目的とすることはあり得るし,そ の教育活動を通
して、3つ がともに達成 されると言 うこともあり得る
ところである。また,ど れかを主 として,他 のものを
副 とすることももちろんあり得るものである。要はど











































各々について簡潔に説明してい く。系統主義 とい う
のは,親 学問である数学には系統性があるので,そ の
系統性に重きをおいて教材を選択し配列 していこうと





にとい う論理主義 と,そ うではなくて子 どもの心理,
子どもの認知発達を踏まえて子 どもにとっての分かり
やすさ,子 どもにとっての考えやすさ,そ れを軸にし
て内容を選び配列 してい くとい う心理主義 とが挙げら
れる。
次に,歴 史主義 とい うのは数学の内容を選択すると
き,原 則として,知 識 ・概念等の歴史的な発生の順序,
歴史的な発達の順序で内容を選択 ・配列す るのがよい
とする考え方を言 う。それに対 して現代主義は,歴 史




先端の成果を生かす ように,ま たそれが反映するよ う
な内容編成,配 列が望ましいと考える立場である。






にレンガを積み上げてい くのではな くて,レ ンガ とレ
ンガの関係,あ るいはそれを横に置いた り結びつ けた
りしながら,そ うい う知識 ・概念問の関連を大事にし
て,構 造化を図 りなが らカ リキュラムの内容を選び,
それ らを配列 してい く立場である。
B5の 集約主義は,分 数なら分数 をまとめて扱 う,
合同なら合同をまとめて扱 う,ま とめて扱 う方が効果
的で効率的であるとい う考え方を言 う。それに対 して
螺旋主義とかスパイラル主義とい う考え方がある。螺
旋主義 とい うのは、同じものを軸にしてまわ りながら
だんだん上にあがっていくことで,合 同な ら合同とい
う同じ内容でも,ま ず小学校では直観的,操 作的に,
それから中学校では論理的,体 系的に,と い うように
発展 させてい く,スパイラル的な形でカ リキュラムを
編成 してい く考えを言 う。
B6の 画一主義 とい うのは,1年 生はここまで,2
年生はここまで,と い うように学年 ごとに画一化を図
る考え方を言 う。日本では学年で内容を固定 している
ので画一主義の考えが強い。しか し,それではあま り



































これ らについても少 し説明を加 えておく。まず,連
合主義 とい うのは,心 理学における学習理論の一つで
ある連合理論あるいは結合論,結 合説に立つものを言
う。それは刺激と反応の結合 とい うことで,8た す6
は14,9たす3は12とい うように刺激を与えて,答 え
を反応 として引き出す,そ してその結合を促進する方
法は試行錯誤と ドリルであると考 える論である。 この
主義においては,反 復練習が一つの重要な方法 と言 う
ことになる。




要素 と要素の関係,場 を見通す,場 を洞察する,そ れ
によって学習が成立する,そ ういった考え方に立つ も






















い くとい うことで,教 師から教えられてわかる,理 解




























に参加 していくことが重視 される。人間の学習 とい う
のは,基 本的に状況に埋め込まれており,そ うい う状













また本節においては,目 的,内 容編成,指 導方法に




































を基本にして,子 どもたちの生活経験を基 に編成 され
た。それ故 に内容編成 に関しては 【経験主義】が最も



































単元1私 たちの 日課 単元2学 校の図面






を帯グラフに表 した り,さ らにそれに基づいて,分 数
の足 し算な どを学習するようになっている。つま り,
ここでは,算 数 ・数学の内容別の学習ではなく,1日
の日課に関連 して,そ れを考える際に必要 とされる算
数 ・数学の内容をいろいろと学習 してい くようになっ
ているのである。そういう点,つ まり,「生活をよりよ
くする」 とい う 【実用主義】を目的原理とし,生活経
験 をもとに内容を選択編成するとい う 【経験主義】を
内容編成原理とし,「子ども中心 ・生活中心」という 【状
況主義】を指導方法原理とすることによって,算 数 ・
数学科のカ リキュラムを作成 し,それを実行した とい
う点で、 この時代は非常に特徴ある数学教育の時代 と
言 うことができる。
さて,こ うした原理 に基づ く生活単元学習は どのよ
うな結果をもたらしたであろうか。ちなみに筆者は丁




































成は,原 理的 には,先 に掲げた目的原理の人間主義,
実用主義,文 化主義のいずれ とも関わるものである。
しかし,こ のときは,改 訂の主要な原理が 「現代数学
の内容,考 え方を学校数学へ導入 しよう」 とい うこと
がスローガンであった。それを受けて,考 え方の中で
も 「統合的」や 「発展的」が強調 された。それは現代
数学の特徴的な考え方 と言 えるものである。 したがっ
て,こ の改訂においては,目 的原理 としては 【文化主



























の領域では,剰 余系が指導内容 となり,そ の加法や乗
法,単 位元,逆 元な どの用語も扱われた。図形領域で
は,点 ・線 ・面のつながりに着目する 「位相的な考え」
や 「一筆書き」なども指導内容に加えられた。
なお,こ の現代化の時代は,PiagetやBrunerなどの
認知心理学が注 目され,子 どもの認知面,理 解面が重
視 された。したがって,指 導方法に関わる原理は 【認
知主義】が主要な原理であった と言える。
さて,現 代化は,【現代主義】に基づいて,上 記で例





分からない子 どもが多 くな り,数学嫌いの子 どもたち



















ら学び,自 ら考え,主 体的に判断し,行動 し,よ りよ
く問題を解決する資質や能力であ り,また,自 らを律






A.認 知的な面:自 己教育力,自 ら課題を見つ け,
自ら考える力など











ある。そして,学 校の完全5日 制も実施す ることとさ
れ、その結果,内 容の削減,授 業時間数の減が行われ
た。それは 「厳選」 と言われるもので,小 学校 ・中学
校において,指 導内容はおよそ3割 削減,授 業時間数
はおよそ2割 減 とするものであった。その結果,周 知
のよ うに,小学校算数科においては,例 えば、図形の



















くなった。そ こで,同 じ内容は一度に集約 して時間的
に効率的に指導するとい う原理が取 られた。つま り,
内容編成については 【集約主義】が多用された。
次に,指 導方法に着 目してみると,子 どもの主体的
な学びが強調 され,子 どもたちが 自ら考え,知識など
を自らつ くりだす学習が重視された。指導する内容は
削減 し,集約す るけれ ども,授 業においては子 どもた
ちにしっか りと考えさせ,子 どもたちが数学的知識を





ものは学力が低下す る,低 下 した と言 うものである。
こうした批判は数学者からのものが多かった。 この時
代になされたIEAやPISAなどの国際的な調査結果によ
れば、算数 ・数学の成績は過去と比較 して,ま た諸外
国と比較してそれほど大きく低下 しているわけではな
かった。 けれ ども,低 下 していることは確かであ り,















してきた。そして,戦 後の 日本 における特徴ある学習
指導要領の時代の数学教育は,残 念ながらいずれも成



























ぎるのではな く,できるだけ調整 し,そ れぞれの原理
のよさを活かしてカ リキュラムを構成することが適切
性の高いカ リキュラムになるとい うことである。
三つには,国 レベルのカ リキュラムには多 くの教師,
子ども,そ して保護者が関わることになる。その際に,
その多くの者に大幅な改革の理解や実践力を求めるこ
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